
ー
お
祭
り
の
ご
案
内
ー

１４
日
（日）

宵
宮
祭

午
後
七
時

屯
田
み
こ
し
渡
御

※
イ
ン
テ
リ
ア
サ
ン
ワ
・
ベ
ス
ト
プ
ラ
イ
ス
の
二
カ
所
（
裏
面
参
照
）
に
て

子
供
お
菓
子
ま
き
（
中
学
生
ま
で
）が
あ
り
ま
す
。

担
ぎ
手
大
募
集
！

８
月

○
午
後
五
時
三
〇
分

大
人
担
ぎ
手

社
務
所
前
受
付
集
合

半
纏
等
貸
出
し
て
お
り
ま
す

特
に
準
備
し
て
い
た
だ
く
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

行
列
中
は
係
の
指
示
に
従
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

１５
日
（月）

本

祭
神
幸
式

午
前
八
時
四
十
五
分
～
午
後
四
時
五
十
分
ま
で

東
旭
川
忠
別
・
旭
正
・
共
栄
・
東
光
・
豊
岡
方
面

１６
日
（火）

後
日
祭

午
後
六
時
半

神
々
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

午
前
九
時

第
四
十
八
回
祭
典
奉
納
剣
道
大
会

（
本
年
は
西
本
町
を
練
り
歩
き
ま
す
）

旭
川
中
学
校
体
育
館

午
後
一
時
・
六
時

旭
川
郷
土
歌
手

歌
謡
シ
ョ
ー

境
内
ス
テ
ー
ジ

神
楽
殿

社
殿
前
特
設
舞
台

三
条
神
楽

橘

会

旭
川
中
学
校
吹
奏
楽
部

大
人

（
入
場
無
料

）

裏
面
参
照

吹
奏
楽

雨
天
中
止

お
問
合
せ

旭
川
神
社
社
務
所

太

鼓

旭
川
北
鎮
太
鼓

令
和
四
年

祭
典
委
員
長

飯
野

雅
司
氏

本
松

富
夫
氏

石
川

勝

氏

佐
々
木
孝
昭
氏

髙
山

彰
久
氏

祭
典
副
委
員
長

し
ん
こ
う
し
き

裏
面
参
照

（
屯
田
み
こ
し
出
発
後
、
神
楽
殿
に
て
お
神
楽
の
奉
納
が
あ
り
ま
す
）

大
出
美
和
・
北
田
ひ
ろ
し
・・
重
原
美
子
・
文
室
昭
夫
・
杉
冬
華

民
謡
・
フ
ラ
ダ
ン
ス
・
オ
カ
リ
ナ
演
奏
な
ど

三
六
―
一
八
一
八

三
年
ぶ
り
の
神
輿
担
ぎ
！

本
年
は
マ
ス
ク
着
用
し
て
の
実
施
の
た
め
、
道
中
は
台
車
を
使
用
し
、

宮
出
し
、
宮
入
り
、
御
旅
所
二
カ
所
の
み
担
ぐ
事
と
い
た
し
ま
し
た
。

子
供
み
こ
し
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

浴
衣
で

お
ま
い
り

十
四
日
～
十
六
日
ま
で
の
三
日
間

浴
衣
で
お
詣
り
さ
れ
た
方
に
は

祖
品
を
お
渡
し
し
ま
す
。

（
子
供
は
甚
平
可
）

※
感
染
状
況
に
よ
り
予
定
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

松
前
神
楽

大
雪
神
楽
会



８月１４日 午後７時より ８月１５日 午前８時４５分より

※各御旅所で獅子舞・御神楽（餅まき 感染状況を見て）の奉納があります。お近くの方は御参拝下さい。

○
御
神
輿
行
列
の
お
出
迎
え
に
つ
い
て

御
神
輿
（
お
み
こ
し
）
は
、
年
に
一
度
の
例
大
祭
で

神
様
が
地
域
を
巡
り
、
祓
い
清
め
、
人
々
の
暮
ら
し

を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
神
事
で
す
。

家
の
近
く
を
御
神
輿
行
列
が
通
る
際
（
右
図
参
照
）

は
、
外
に
出
て
お
出
迎
え
の
上
、
拝
礼
（
お
ま
い

り
）
す
る
の
が
習
わ
し
で
す
。

そ
の
際
、
お
米
や
お
賽
銭
等
の
御
供
は
、
後
続
の

十
五
、
十
六
号
車
の
賽
物
車
が
お
受
け
し
ま
す
。

行
列
の
進
行
方
向
左
側
に
て
お
待
ち
下
さ
い
。

道
路
事
情
に
よ
り
通
過
時
間
が
前
後
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

神様を奉載した大神輿

御神輿行列を出迎え、お供えされる様子

御旅所変更について
社報かがみ１１９号記載の１４：５０グループホームきららから

ユートピアそよかぜ会館前に変更いたしました。


